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第5章　大学との接続　一センター試験との関連

5、1　精工教育の目標と評価の観点

5、喚．1普通教科『情報」の目標

　情報教育の体系的な実施を求めた平成8年の中央教育審議会の答申を受けて，「情報化の

進展に対応した初等中等教育における情報教育の推進等に関する調査研究協力者会議」の

第1次報告が出された．その中で情報教育の目標として以下の3っの観点が提言された［1］．

　①情報活用の実践力…　課題や目的に応じて情報手段を適切に活用することを含め

　　　て，必要な情報を主体的に収集・判断・表現・処理・創造し，受けての状況などを

　　　踏まえて発信・伝達できる能力．

　②　情報の科学的な理解…　　情報活用の基礎となる情報手段の特性と，情報を適切に

　　　扱ったり，自らの情報活用を評価・改善するための基礎的な倫理や方法の理解．

　③　情報社会に参画する態度…　　社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割

　　　や及ぼしている影響を理解し，情報モラルの必要性や情報に参画しようとする態度

　①～③は初等・中等教育全般にわたる情報教育の目標であるが，高等学校学習指導要領［2】

には，普通教科「情報」においても，これらの観点を基づいて以下の目標を掲げている．

「情報及び情報技術を活用するための知識と技能の習得を通して，情報に関する科学的な

見方や考え方を養うとともに，社会の中で情報及び情報技術が果たしている役割や影響を

理解させ，情報化の進展に主体的に対応できる能力と態度を育てる．」そして，上記①～③

の観点からの学習をバランスよく行うことによって，情報化の進展に主体的に対応するこ

とができる能力や態度を身に付けることができると述べている．

5．9．2　設置科目とその内容

　このような普通教科「情報」の目標のもと，「情報A」，「情報B」，「情報qの3科目が

設定され，卒業までに1科目以上履修するように定められた．そして，3科目のうちどの

科目を履修したとしても，上記①～③に示す情報教育の観点をいずれも学ぶことができる

ように，各科目の学習内容を構成している．

　表5．・1は，高等学校学習指導要領に示されている「情報A」「情報B」「情報C」の指導

内容である．3科目とも（1）～（4）の学習分野で構成されており，各分野には，ア，

イ，ウといった2～3個の学習単元が設けられているe本研究グルv・・一一・一・プでは，各科目「情報

A」「情報B」「情報C」の各学習分野に対して，表5．1に示すように1分野番号11～1分

野番号12遇の通し番号を付けている．同様に，各学習単元に対しては，（単元番号1）～（単

元番号30）の通し番号を付けている．
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表5．l　r情報A」「情報B」「情報C」の指導内容

科目

情
報
A

情
報
B

情
報
C

指導内容

（1）情報を活用するための工夫と情報機器1分野番号珊

　ア　問題解決の工夫（単元番号1）

　イ　情報伝達の工夫（単元番号2）

（2）情報の収集・発信と情報機器の活用1分野番号21

　ア　情報の検索と収集（単元番号3）

　イ　情報の発信と共有に適した情報の表し方（単元番号4）

　ウ　情報の袖手・発信における問題点（単元番号5）

（3）情報の当動的な処理とコンピュータの活用1分野番号31

　ア　コンピュータによる情報の統合（単元番号6）

　イ　情報の統合的な処理（単元番号7）

（，tll，）情報機器の発達と生活の変化1分野番号姻

　ア　情報機器の発達とその仕組み（単元番号8）

　イ　情報化の進展が生活に及ぼす影響（単元番号9）

　ウ　情報社会への参加と情報技術の活用（単元番号10）

（1）問題解決とコンピュータの活用1分野番号51

　ア　問題解決における手順とコンピュータの活用（単元番号11）

　イ　コンピュータによる情報処理の特徴（単元番号12）

（2）コンピュータの仕組みと働き1分野番号6璽

　ア　コンピュータにおける情報の表し方（単元番号13）

　イ　コンピュータにおける情報の処理（単元番号14）

　ウ　情報の表し方と処理手順の工夫の必要性（単元番号15）

（3）問題のモデル化とコンピュータを活用した解決1分野番号7］

　ア　モデル化とシミュレーション（単元番号16）

　イ　情報の蓄積・管理とデータベースの活用（単元番号17）

（4）情報社会を支える情報技術1分野番号8】

　ア　情報通信と計測・制御の技術（単元番号18）

　イ　情報技術における人間への配慮（単元番号19）

　ウ　情報技術の進展が社会に及ぼす影響（単元番号20）

（1）情報のディジタル化1分野番号9］

　ア　情報のディジタル化の仕組み（単元番号21）

　イ　情報機器の種類と特性（単元番号22）

　ウ　情報機器を活用した表現方法（単元番号23）

（2）情報通信ネットワークとコミュニケーション紛野番号Iol

　ア　情報通信ネットワークの仕組み（単元番号24）

　イ　情報通信の効率的な方法（単元番号25）

　ウ　コミュニケーションにおける情報通信ネットワークの活用（単元番号26）

（3）情報の収集・発信と個人の責任盟分野番号111

　ア　情報の公開・保護と個人の責任（単元番号27＞

　イ　情報通信ネットワークを活用した情報の収集・発信（単元番号28）

（4）情報化の進展と社会への影響1分野番号121

　ア　社会で利用されている情報システム（単元番号29）

　イ　情報化が社会に及ぼす影響（単元番号30）
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5．1．3情報教育の目標と評価墓準との関連表

（咽）情報教育の圏標に沿った学習単元の整理

　高等学校学習指導要領解説情報編田に示されている「情報A」，「情報B」，「情報C」の

「内容とその取り扱い」を参照しっっ，表5．1に示す3科目の学習分野と学習単元を，情

報教育の3つの観点（「情報活用の実践力」「情報の科学的な理解」「情報社会に参画する態

度」）に分類すると表5．2のようになる．

（2）情報教育の評価の観点

　1980年代後半から新しい学力観が唱えられ，児童・生徒の個性が重視されるとともに，

知識・理解に偏らず，思考九判断力，表現力，さらに関心・意欲・態度などの情意面で

の評価が注目され，主体的に学習する態度や能力の育成が推進されるようになった［3］．評

価方法においても，相対評価から観点別の絶対評価を取り入れるようになった．

　1989年に告示されたの学習指導要領の改訂以降，初等教育の各教科の学習評価は，①「知

識・理解」，②「思考・判断」，③「技能・表現」，④「関心・意欲・態度」の4つを評価の

観点に置いている．この学習評価は1999年の学習指導要領の改訂でも継承され，この4

つの観点別に学習単元の評価基準を定め，絶対評価を行うことになった．

　高等学校普通教科「情報」は，実習などの体験的な学習を多く取り入れ，問題解決力，

実践力，創造力，表現力などの学力を重視して，情報化の進展に主体的に対応する能力の

育成を目指す．このような学力は，新学力観の目指す学力と同質であり，本章では，普通

教科「情報」の評価の観点として上記①～④を導入する。

（3）評緬の基準

　　普通教科「情報」の学習を評価するには，評価の基準が必要である。この評価基準の

作成にあたっては，高等学校学習指導要領解説情報編の各学習単元の目標と「内容の取り

扱い」を整理した．表5．3～表5．5は，表5．2の各学習分野，学習単元に加えて，学習概

要および学習目標をまとめた表である．学習概要は，学習指導要領の「内容の取り扱い」

をキーワード（キーフレーズ）にしてまとめている。また，学習目標は，学習指導要領の

各学習単元（表5．・2のア，イ，ウ…）の下部に記載されている内容を，生徒の学習行為と

して記述し直したものである．すなわち，教師が行為主体の記述「…　理解させる．」を，

生徒の学習を主体にした記述「…　理解する．」に置き換えて記述している．

　表5。6～表5．11は，学習指導要領に基づいて，学習単元ごとにいくつかの評価基準を設

定し，4っの評価の観点（①「知識・理解」，②「思考・判断」，③「技能・表現」，④「関

心・意欲・態度1）に分類した表である．なお，この評価基準の作成にあたっては，学習指

導要領だけでなく，授業で使用されるいくっかの教科書の内容も参考にして，生徒の学習
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を評価し易いように，具体的な学習到達の基準づくりを目指した．
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表5．2　情報教育の目標と各学習分野・単元との関連

観点 科自
分野

ﾔ号
学習分野

単元

ﾔ号
学習単元

1 ア　問題解決の工夫
1

（1）情報を活用するための工夫と情

�@器 2 イ　情報伝達の工夫

情報A 2
（2）情報の収集・発信と情報機器の

?用
3 ア　情報の検索と収集

3
（3）情報の統合的な処理とコン

sュータの活用

6 ア　コンピュータによる情報の統合

情
報
活
用
の
実
践
力

7 イ　情報の統合的な処理

情報B 5 （1）問題解決とコンピュータの活用 12 イ　コンピュータによる情報処理の特徴

9 （1）情報のディジタル化
22 イ　情報機器の種類と特性

情報C 23 ウ　情報機器を活用した表現方法

11 （3）情報の収集・発信と個人の責任 28
イ　情報通信ネットワークを活用した情
�ﾌ収集・発信

情報A
2

（2）情報の収集・発信と情報機器の

?用
4

イ　情報の発信と共有に適した情報の表

墲ｵ方

4 （4）情報機器の発達と生活の変化 8 ア　情報機器の発達とその仕組み

5 （1）問題解決とコンピュータの活用 11 ア　問題解決における手順とコンピュー
^の活用

13 ア　コンピュータにおける情報の表し方

6 （2）コンピュータの仕組みと働き 14 イ　コンピュータにおける情報の処理

情
報
の
科
学
的
な
理
解

情報B
15

ウ　情報の表し方と処理手順の工夫の必

v性
16 ア　モデル化とシミュレーション

7
（3）問題のモデル化とコンピュータ

�?用した解決 17
イ　情報の蓄積・管理とデータベースの

?用
9 （1）情報のディジタル化 21 ア　情報のディジタル化の仕組み

情報C （2）情報通信ネットワークとコミュ

jケーション

24 ア　情報通信ネットワークの仕組み
10

25 イ　情報通信の効率的な方法

2
（2）情報の収集・発信と情報機器の

?用
5 ウ　情報の収集・発信における問題点

情報A 9 イ　情報化の進展が生活に及ぼす影響
4 （4）情報機器の発達と生活の変化

10 ウ　情報社会への参加と情報技術の活用

18 ア　情報通信と計測・制御の技術

情報B 8 （4）情報社会を支える情報技術 19 イ　情報技術における人間への配慮

情
報
社
会
に
参
画
す
る
態
度

20 ウ　情報技術の進展が社会に及ぼす影響

10
（2＞情報通信ネットワークとコミュ

jケーション
26

ウ　コミュニケーションにおける情報通
Mネットワークの活用

情報C
11 （3）情報の収集・発信と個人の責任 27 ア　情報の公開・保護と個人の責任

12 （4）情報化の進展と社会への影響
29 ア　社会で利用されている情報システム

30 イ　情報化が社会に及ぼす影響

一　93　一
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表5．3　『情報活用の実践：加に関する学習分野・単元・学習概要・学習目標

観点 科目
単元

@号
学習分野・単元 学習概要 学習目標

1
（1）情報を活用するための工夫と情報；機器

A問題解決の工夫
目的に応じた解決手段の工
v（実習）

問題解決を効果的に行うためには，目的に応じた解決手段の
H夫とコンピュータや情報通信ネットワークなどの適切な活
pが必要であることを理解する。

2
（1）情報を活用するための工夫と情報機器

C情報伝達の工夫
プレゼンテーションツール
竄vebの利用

情報を的確に伝達するためには，伝達内容に適した提示方法
ﾌ工夫とコンピュータや情報通信ネットワークなどの適切な
?用が必要であることを理解する。

情
報
A

3
（2）情報の収集・発信と情報機器の活用

A情報の検索と収集
ネットワークを利用した情
�ﾌ検索・収集

情報通信ネットワークやデータベースなどの活用を通して，
K要とする情報を効率的に検索・収集する方法を習得する。

6

（3）情報の統合的な処理とコンピュータの

?用
Aコンピューータによる情報の統合

文字，数値，音声，画像等
ﾌ情報をコンピュータに収

W

コンピュータの昨日とソフトウェアとを組み合わせて活用す
驍ｱとを通して，コンピュータは多様な形態の情報を統合で
ｫることを理解する。

情
報
活
用
の
実
践
力

7

（3）情報の統合的な処理とコンピュータの

?用
C情報の統合的な処理

文書処理，表計算，図形・
鞫恟?理，データベースの

?用

収集した多様な形態の情報を目的にオ応じて統合的に処理す
髟菇@を習得する。

情
報
B

唄2
（1）問題解決とコンピュータの活用

Cコンビュータによる情報処理の特徴
コンピュータを用いること
ﾌ長所，短所

コンピュータを適切に活用する上で知っておくべきコン
sュータによる情報処理の長所と短所を理解する。

22
（1）情報のディジタル化

C情報機器の種類と特性
デジカメなどの情報機器の
ﾁ性，操作理解

身の回りに見られる情報機器について，その機能と役割を理
�ｷるとともに，ディジタル化により多様な形態の情報が統
∮Iに扱えることを理解する。

情
報
C

23
（1）情報のディジタル化

E情報機器を活用した表現方法
情報機器とコンピュータを
?用した制作発表

情報機器を活用して多様な形態の情報を統合することによ
閨C伝えたい内容をわかりやすく表現すろ方法を習得する。

28
（3）情報の収集・発信と個人の責任

C摘報通信ネットワークを活用した情報
ﾌ収集・発信

社会調査や実態調査，情報
ﾌ収集・処理・発信

身のまわりの現象や社会現象などについて，情報通信ネット
潤[クを活用して調査士，情報を適切に収集・分析・発信す
髟菇@を習得する。
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表5．尋　『情報の科学的な理解』に関する学習分野・単元・学習概要・学習目標

観点 科目
単元　自

学習分野・単元 学習概要 学習三三

情
報
A

4

（2）情報の収集・発信と情報機器の活用

C惰報の発信と共有に適した情報の表わし
コード体系，ファイル形式，プロトコ
求C情報の圧縮，階層構造，ネットワー
N構造，情報の加工や再利用

情報を効果的に発信したり，情報を共有したりするために
ﾍ，情報の表し方に工夫や取り決めが必要であることを理
�ｷる。

8
（4）情報機器の発達と生活の変化

A傭報機器の発達とその仕組み
アナログ，ディジタル，コンピュータ，

﨣�ﾊ信ネットワーク
情報機器の発達の歴史に沿って，情報機器の仕組みと特性
�揄�ｷる。

11

（D問題解決とコンピュータの活用
A間題解決における手順とコンピュータの活

p
制約条件内の問題解決等の実習

問題解決においては，解決の手順と用いる手段の違いが結
ﾊに影響を与えること及びコンピュータの適切な活用が有
�ﾅあることを理解する。

13
（2）コンピュータの仕組みと働き
Aコンピュータにおける情報の表し方

文宇，数値，画像音などの情報の表
ｻディジタル化の特性

文字，数値，画像，音などの情報をコンピュータ上で表す
菇@についての基本的な考え方及び情報のディジタル化の
ﾁ性を理解する。

14
（2）コンピュータの仕組みと働き
Cコンビュータにおける情報の処理

ニンピュータの仕組み，処理の仕組み，

Aルゴリズム
コンピュータの仕組み，コンピュータ内部での基本的な処
揩ﾌ仕組み及び簡単なアルゴリズムを理解する。

情
報
の
科
学
的
な
理
解

情
報
B 裏5

（2）コンピュータの仕組みと働き

E情報の表し方と処理手順の工夫の必要

ｫ
コンピュータを用いた課題の解決

コンピュータを活用してじょうほうの処理をおこなうため
ﾉは，情報の表し方と処理手順の工夫が必要であることを
揄�ｷる．

16

（3）問題のモデル化とほンピュータを活用

ｵた解決
Aモデル化とシミュレーション

身の回りの現象や社会現象を題材にし
ﾄ，考え方や方法の理解を重視

身のまわりの現象や社会現象などを通して，モデル化とシ
~ュレーションの考え方や方法を理解し，実際の問題解決
ﾉ活用できるよううにする．

17

（3）問題のモデル化とコンピュータを活用

ｵた解決
C情報の蓄積・管理とデータベースの活用

データベースの概念を具体的に理解
情報を蓄積・管理するためのデータベースの概念を理解
ｵ，簡単なデータベースを設計士，活用できるようにす
驕B

2孔
（D情報のディジタル化
A構報のディジタル化の仕組み

文字コード，2進数表現，標本化，単位
コンピュータなどにおける，文字，数値，画像音などの
﨣�ﾌディジタル化の仕組みを理解する。

情
報
C

24

（2）情報通信ネットワークとコミュニケー

Vョン
@情報通信ネットウークの仕組み

プロトコル，インターネット，電子メー

求CWWW，ブラウザ，個入認証，暗号
ｻ，ネットワークの保守・管理

情報通信ネットワークの仕組みとセキュリティを確保する
ｽめの工夫について理解する。

25

（2）情報通信ネットワークとコミュニケー

Vョン
C惰報通信の効率的な方法

通信速度，回線の容量，誤り検出・訂

ｳ，情報の圧縮・解凍

情報伝達の速度や容量を表す単位について理解するととも
ﾉ，情報通信を速く正確に行うための基本的な考え方を理
�ｷる。
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表5．5　r情報社会に参画する態度」に関する学習分野・単元・学習概要・学習目標

観点 科目
単元

ﾔ霞
学習分野・単元 学習概要 学習目標

5

（2）情報の収集・発信と情報機器

ﾌ活用
E情報の収集・発信における問題点

信頼性，弓懸性，プライバシー，

﨣�ﾌ責任，著作権，情報の受け
閧ﾉ及ぼす影響等

情報通信ネットワークやデータベースなどを利用した情報の収
W・発信の際に起こり得る具体的な問題及びそれを解決したり
��ｵたりする方法の理解を通して，情報社会で必要とされる
S構えについて考える。

情
報
A

9

（4）情報機器の発達と生活の変化
C情報化の進展が生活に及ぼす影

ｿ
情報化の生活への影響，その光と

e
情報化の進展が生活に及ぼす影響を身のまわりの事例などを通
ｶて認識し，情報を生活に役立て主体的に活用しようとする心
¥えについて考える。

10
（4）情報機器の発達と生活の変化

E惰報社会への参加と情報技術の
?用

情報活用の重要性，情報社会へ参
ﾁする態度

個人が情報社会に参加する上でコンピュータや情報通信ネット
潤[クなどを適切につかいこなす能力が重要であること及び将
?にわたって情報技術の活用能力を高めていくことが必要であ
驍ｱとを理解する。

書8
（4）情報社会を支える情報技術
A情報通信と計測・制御の技術

インフラの維持・管理
情報通信と計測・制御の仕組み及び社会におけるそれらの技術
ﾌ活用について理解する。

情
報
B

暇9
（4）情報社会を支える情報技術

C情報技術における人間への配慮
セキュリティ対策，インタフェー
Xの工夫

情報技術を導入する際には，安全性や使い安さを高めるための
z慮が必要であることを理解する。

情
報
社
会
に
参
画
す
る
態
度

2◎

（4）情報社会を支える情報技術

E情報技術の進展が社会に及ぼす

e響

コンピュータ犯罪，システム設計
ﾆトレードオフ

情報技術の進展が社会に及ぼす影響を認識し，情報技術を社会
ﾌ発展に役立てようとする心構えについて考える。

26

（2）情報通信ネットワークとコミュニ

Pーション
Eコミュニケーションにおける情報通
Mネットワークの活用

コミュニケーションの方法，モラ

求Cマナー

電子メールや電子会議などの情報通信ネットワーク上のソフト
Eェアについて，：コミュニケーションの目的に応じたこうか敵
i活用方法を習得する。

情
報
C

27
（3＞情報の収集・発信と個人の責任

A情報の公開・保護と個人の責任
プライバシー，著作権

多くの情報が公開され流通している実態と情報の保護の必要性
yび情報の収集・発信に伴って発生する問題と個人の責任につ
｢て理解する。

29
④情報化の進展と社会への影響
A社会で利用されている情報システ

?
情報システムの具体例，システム

ﾌ信頼性

社会で利用されている代表的な情報システムについて，それら
ﾌ種類と特性，情報システムの信頼性を高める工夫などを理解
ｷる。

30 ㈹情報化の進展と社会への影響
C情報化が社会に及ぼす影響

「影」の部分の事例，克服する心

¥えや工夫
情報化が社会に及ぼす影響を様々な面から認識し，望ましい情
�ﾐ会のあり方を考える。



『情報活用の実践力』に関する学習分野・単元と4つの学習評価の基準（1）表5．6

単元 学習評価基準
観点 科目

番号
学習分野単元

①知識理解 ②思考・判断 ③技能・表現 ④関心・意欲・態度

（1）情報を活用するため ・問題解決の一般的な手順と各段階の役割 ・問題解決の目的に応じて適 ・分類や統合など収集した情報を整理する技能を身 ・コンピュータや清報通信ネット

の工夫と情報機器 を理解する． 切な情報源を選択・判断する． につける． ワーク等を利用した身近な問題

ア問題解決の工夫 ・自己評価，相互評価等の評価法の種類と忌 ・ブレーンストーミングやKJ法の技術を身につける． の解決に興味と関心を示す．

義を理解する． ・収集情報の整理手順の技法・表現を身につける．
電 ・収集した情報の効率的な利用を考慮した整 ・デジタル清心の整磁法の技能・表現を身につけ

理洗を理解する． る．

・情報の分類・統合・蓄積・格納のプロセスと

その重要性を理解する．

（1）情報を活用するため ・プレゼンテーションツーノレやWebを利活用し ・プレゼンテーションツールや ・各メディアの特性を理解し，適切にメディアを選択 ・情報を適切に伝達することに

の工夫と情報機器 て，適切に情報の表現と発信をおこなうため Webの利用を通じて適切な情 して情報を表現し，伝達する技能を身に付ける． 関心を持ち，情報を表現するメ

イ情報伝達の工夫 の基礎的な知識を身に付ける． 報源を選択・判断する． ・マルチメディア技能表現・ビジュアル技能表現がで ディアの活用に興味を示す．

・身のまわりにある具体的な問題に対して，プ きる技術を身につける．

2 レゼンテーションソフト，Webを活用して，情 ・作成した文書を添付ファイルとして送信できる技能

報の発1言ができるようにする． を身につける．

・相手にわかりやすいプレゼンテーションを作成する

情
技術を身に付ける．

報 （2）情報の収集発信と インターネットなどの特徴と仕組みを，これを ・ネットワークを利用した情報 ・Web，電子メール，インターネットなどを利用して， ・収集したい情報を効率よく情

活 情報機器の活用 有効に活用するために必要な機器やその設 の検索・収集により，適切な情 情報を収集・処理・作成・提示等を行う技能を身に 報検索することに興味を持つ．

用
情

ア情報の検索と収集 定などと関連づけて理解する． 報源を選択・判断する． つける． ・情報を収集する人が目的の情

の
実

報
A

3
・Web閲覧ソフトを利用して，検索サイトを適切に検

�ｷるための基礎的な技能を身につける．

報を収集しやすいように情報を

ｮ理して提供する態度を持つ．

践 ・電子メールの基本的な操作法，添付ファイル送受
カ 信法などができる技能を身につける．

（3）情報の統合的な処 ・文字，数値，音声，画像等の情報のディジタ ・文字，数値，音声，画像等の ・ワープロ・表計算などの文書に文字，数値，音声， ・情報機器やソフトウェアに興味

理とコンピュータの活用 ル化について理解する． 情報をコンピュータに収集に 画像等を統合し，マルチメディアでの文書表現技術 を持ち，画像音声，動画の情
アコンピュ一将による ・情報機器の基礎的知識を持ち，マルチメ 適切な情報源を選択・判断す を身に付ける． 報を積極的に取り扱う意欲を持

6 情報の統合 ディア文書を適切に作成する方法を知る． る． ・作成した文書を添付ファイルとして送信する技能を つ．

身につける．

・マルチメディアでのプレゼンテーションを作成し，

情報を発信する技能を身につける．

（3）情報の統合的な処 ・文書処理表計算，図形・画像処理，デー ・目的に応じて文書処理，表 ・文書処理，表計算・図形，画像処理，テータベー ・毛・種のソフトウェアの利用に興

理とコンピュータの活用 タベースの基本情報の総合的な処理とその 計算，図形・画像処理データ スなどの基本機能である入力，編集，保存，印刷な 味を持ち，情報をマルチメディ

イ情報の統合的な処 コンピュータ活用を理解する． ベースを適切に使い分ける． どの技能を身につける。 アで表現して発信することに関

理 ・情報を整理・加工・編集する技術だけでなく，見や 心を示す．
7

すく・わかりやすく表現する技術を身につける．

・整理・加工編集した情報を，Webページ等を用い
てインターネットで発信する技能を身につける．

－
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表5．7　『情報活用の実践加に関する学習分野・単元と曝つの学習評緬の基準（2）

単元 学習評価基準
観点 科目

番号
学習分野・単元

①知識・理解 ②思・考・判断 ③技能・表現 ④関心・意欲・態度

（D問題解決とコンビュー ・コンピュータによる情報処理 ・目的に応じて，情報処理に ・対となる処理・仕事をすべて ・・コンピュータの機能に興味

タの活用 の特徴を理解する． コンピュータを用いることの長 コンピュータで行うのではなく，コ を持ち，コンピュータの特徴
情 イコンビュータによる情 所，短所を選択・判断・みき ンピュータでの情報処理の特徴 を理解した上で，適切に利用
報 唱2

報処理の特微 わけをする． をよく把握し，コンピュータ化す する態度を身につける．
B べきか否かを判断する能力を身

につける．

（D情報のディジタル化 ・情報機器の種類と特性の一 ・デジカメなどの情報機器の ・スキャナ，デジカメ，MO／CD ・情報機器に興味を持ち，カ

イ構報機器の種類と特 般的な手段と各段階の役割 特性，操作理解の目的に応 一ROMなどの情報機器の基本 タログなどを用いた性能の比

性 を理解する じて適切な情報源を選択・判 的な操作の技能を身につける． 較に興味と関心を持つ．

22 ・スキャナ，デジカメ，デジタ 断ずる， ・ディジタルカメラの撮影法，銀

ルビデオの基本的な知識を 塩：カメラとの違い，PCへのデー
情
報

理解する． タ入力法などの技能を習得す

活 （1）情報のディジタル化 ､究発表や制作発表に情 ・情報機器とコンピュータを活 ・プロジェクタやプレゼンテーショ ・コンピュータや情報機器を
用 ウ情報機器を活用した 報機器を活用した表現方法 用した製作発表の罠的に応 ンソフトなどの情報機器，発表 使って情報を統合し，表現す
の 表現方法 の一般的な手段・方法と特徴 じて適切な情報源を選択・判 ツールの技能を身につける． ることに興味を示し，情報を
実
践 情 23

を理解する． 断ずる． ・プロジェクタやプレゼンテーショ

唐ﾈどの情報機器や発表ツール
わかりやすく表現することに

ﾖ心を示す．
力 報

C
の使用法，効率的な情報伝達を
行う技能や表現法を身につけ

（3）情報の収集・発信と ・情報通信ネットワークを活用 ・社会調査や実態調査，情報 ・Webページ，電子メール等を ・コンピュータを使って情報を

個人の責任 した情報の収集・処理・発信 の収集・処理・発信の目的に 利用した基礎データの収集，さら 収集し，処理・分析して，身

イ情報通信ネットワー の一般的な手毅と各段階の 応じて適切な情報源を選択・ に情報の処理，分析，結果の発 近な問題の解決を図ることに
クを活用した檎報の収 役割を理解する． 判断する。 信ができる技能を身につける． 関心をもつ．

28 集・発信 ・目的の情報と情報源との関係
を考え，どのうような情報源が最

も効率よく情報収集ができるかみ
きわける技能を持つ．
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表5．8　f情報の科学的な理解』に関する学習分野・単元と雌つの学習評価の基準（1）

攣元 学習評価基準
観点 科目

番号
学習分野・単元

①知識・理解 ②思考・判断 ③技能・表現 ④関心同歯・態度

（2）清報の収集・発信 ・コード体系の概念を理解する． ・同じ事実でも表現方法によっては ・大量の情報を送信する場合，情報 ・情報を再利用したり，他者と共有し

と情報機器の活用 ・送信側・受信側のコード体系を同一 異なる解釈ができる． の圧縮を行う． たりするために工夫する態度を持

イ情報の発信と共有に にする必要性を理解する． ・情報の適切な表現方法を判断す ・情報の加工や再利用が出来る． つ．

適した情報の表わし方 ・情報通信ではファイル形式や通信 ることができる． ・情報を適切な方法で表現すること
尋 プロトコルを一致させる必要性を理解 が出来る．

する．

・階層構造やネットワーク構造など情
情
報

報の表現について理解する．

（4）情報機器の発達と ・コンピュータの発達の歴史と仕組み ・アナログあるいはディジタルで適 ・情報機器の仕組みを知り，利用す ・情報機器の発達の過程に関心を
A 生活の変化 について知る． 切に情報を処理し，表現する． ることができる． 持つ．

ア情報機器の発達とそ ・通信の発達の歴史について知る． ・ディジタル化された情報の磐戸 ・文字・数値・音声・画像・映像を処

の仕組み ・アナログとディジタルの概念と特徴 用，信頼性，効率性を考え，情報の 議する情報機器を操作できる．
8 について理解する． 表現方法を工夫する．

・ネットワークの仕組みについて理解
する．

情
報

・ディジタルの利点を理解する

（1）問題解決と灘ン ・問題解決の手順を知る． ・与えられた状況の中から問題を発 ・問題解決の手段としてコンビュー ・情報機器の仕組みや取り扱いに
の

ビュータの活用 ・問題解決の一般的な方略を知る． 見する． タやネットワークを利用する． 興味を持つ．
科

1噛 ア問題解決における手 ・問題解決の手順を記述する， ・問題を図や表で表現する，
学 順とコンピュータの活用 ・問題解決の方法を比較する．
的 ・問題解決の結果を評価する．
な

理 （2）コンピュータの仕 ・文字・数値・画像・音のディジタル化 ・種々の現象からトレードオフの関 ・文字・数値・画像・音をディジタル ・情報のディジタル化に興味を持

解 組みと働き と表現方法について理解する． 係を見つけ出し，検討し，判断す 化する． つ．

翌3 アコンピュータにおける ・ディジタル化の長所と短所について る．（コンピュータの速度と精度の関

情報の衷し方 理解する， 係など）

情
（2）コンピュータの仕 ・入力，出力，記憺，演　，制’　能 ・コンピュータでの目報処理（入力， ・　　・なアルゴリズムをll用　る コンピュータの仕組みや青報処理報
組みと働き について理解する． 出力，記憶，演算，制御等）につい ことができる． の仕組みに関心を持つ．

B イコンビュータにおける ・コンピュータ内部の動作について理 て，個々の機能の必要性について ・探索や並べ替えを利用することが

韓
情報の処理 解する． 考える． できる，

・アルゴリズムの基本構造（順次・選

択繰返し）について理解する．
・探索と並び替えについて理解する．

（2）コンピュータの仕 ・情報の表現や処理手順についての ・問題の表し方や処理手順を工夫 ・情報の表現や処理手順の工夫に ・コンビュー汐を用いて問題解決を

組みと働き 一般的な方法を知る． する． よる冒的達成の度合いを相互評価 積極的に行おうとする，
書5 ウ情報の表し方と処理 ・コンピュータを用いて問題を解決 する．

手順の工失の必要性 する．
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表5．9　丁情報の科学的な理解」に関する学習分野・単元と羅つの学習評価の基準（2）

単元 学習評価墓準
観点 科目

番号
学習分野・単元

①知識・理解 ②思考・判断 ③技能・表現 ④関心・意欲・態度

（3）問題のモデル化 ・モデル化およびシミュレー ・コンピュータを用いたモデ ・具体的な事例を取り上げ， ・モデル化やシミュレーショ

とコンピュータを活 ションの概念を理解する． ル化やシミュレーションを行 コンピュータを用いてシミュ ンに興味をもち，身近な問題

上した解決 ・時間的な変化および確率的 うか否かを判断する． レーションする技能を習得す 解決に利用しようとする．

看6 アモデル化とシミュ な変化に対するモデル化の ・一 ﾂの現象を複数の形式 る．

レーション 方法を理解する． でモデル化し，シミュレー

情 ・シミュレーションの手法を理 ションを行った場合の結果を
報 解する． 比較し，評価する．

B （3）問題のモデル化 ・データベースの概念を理解 ・データベースを構築する際 ・表計算，電子辞書，イン ・課題を解決するために

とコンピュータを活 する， のトレードオフの問題を考え ターネット検索などのデータ データベースを構築して利

唱7 用した解決 ・データベース設計上の観点 る． ベース検索を利用する． 用しょうとする．

イ情報の蓄積・管理 を理解する． ・データベースを利用するた ・具体的な事例のための

とデータベースの活用 めのインタフェースを工夫す データベースの作成

情 （1）情報のデイジタ ・文宇，数値，画像，音声，動 ・利用目的によって，適切な ・種々の情報を実際にコン ・情報のディジタル化に興味
報 ル化 画などの情報のディジタル化 ディジタル化やデータ圧縮 ビュータや情報機器を用い を示す．

の 2唱 ア情報のディジタル の仕組みを理解する． の方法などを選択する． てディジタル化する．

科 化の仕組み ・2進数表現標本化，データ
学
的

圧縮について知る．

な （2）情報通信ネット ・ネットワークの仕組み（WWW ・インターネットの利便性とセ ・インターネットを安全に利 ・インターネットの仕組みに

理 ワークとコミュニ やメール等）について理解す キュリティ確保の関係につい 用する技能を身に付ける。 興味を持ち，セキュリティを

解 ケーション る． て考える． 確保して活用する態度を身
ア情報通信ネット ・プロトコルの基本的な概念を に付ける．

情
2瑠 ワークの仕組み 理解する．

報 ・個人認証や暗号化について
C 理解する．

・ネットワークの保守・管理方

法について理解する．

（2）情報通信ネット ・情報伝達の速度や容量を表 ・情報通信を速く，安全に， ・情報量と通信速度や，画像 ・効率的な情報通信に方法

ワークとコミュニ す単位について理解する。 正確に送るための方法につ の画質と情報量の関係を実 に関心を持つ．

ケーション ・情報通信を速く，安全に，正 いて考え，判断する． 習で確かめる．
25 イ情報通信の効率的 確に送るための知識を得る．

な方法 ・情報の圧縮や保存形式につ
いて知る．
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表5．1◎　『情報社会に参画する態度」に関する学習分野・単元と4つの学習評価の基準（1）

単元 学習評価基準
観点 科目

番号
学習分野・単元

①知識・理解 ②思考・判断 ③技能・表現 ④関心・意欲・態度

（2）情報の収集・発 ・情報の収集・発信における問題．、 ・・るべき規則の背景について ・著作　や肖像権等に配慮して ・著作権等の知的財産権を守る

信と情報機器の活用 （情報の信頼性・信懸性の問題，プラ も，考えられる． 情報を収集したり，発信したりす 意識を持つ．

ウ情報の収集・発信 イバシーの侵害，情報発信における ・情報の信びょう性や信頼性にっ ることができる． ・情報を受け取る相手の立場を考
5 における問題点 個人の責任など）について理解する． いて考慮し，判断することができ 丸して情報を発信する態度を身

・問題点の解決や回避の方法につい る． に付けている．

、て，認識できる．

（4）情報機器の発達 ・身のまわりの生活技術が生活に及 ・情報技術には，利便性とともに ・情報の収集や調べた結果の発 ・日常生活において直面する情
惰

と生活の変化 ぼす影響について理解する． 問題点があることを考えて，利用 表に関しては，情報の信頼性や 報に関する問題の対処法につい
報
A

9 イ情報化の進展が
ｶ活に及ぼす影響

・生活の便利さ（光の部分）だだけで

ﾈく，それに伴う問題点（影の部分）

するか否かを判断する． 信管性，著作権の尊重などに関
ｵて配慮できる．

て関心を持つ．・積極的に情報社会に参加しよう

の両面から理解する． とする心構えを持つ．

（4）情報機器の発達 ・情報社会へ参加する上で，情報技 ・個人が情報社会に参加する上 ・情報技術の利用についての技 ・情報社会へ参加する態度を身

情 と生活の変化 術の活用能力の向上の重要性を理 で必要なことを考える． 能を持つ． にっける．

報 紛 ウ情報社会への参 解する．

社 加と情報技術の活用

ム涯 （4）情報社会を支え ・身近な家電製品や日常生活を支え ・インフラをささえる情報技術の長 ・基本的な情報通信や，計測・制 。各種の情報機器は，興味や関

参 る情報技術 るインフラの維持・管理に情報通信技 所だけでなく，問題点を知った上 御装置の動かすことができる． 心を持つ．

画 ア情報通信と計測・ 術や計測・制御技術が不可欠である で総合的に情報技術を判断す

す
る

18 制御の技術 ことを理解する．・情報通信，計測・制御の基礎技術 る．

態 について理解する．その際技術の

度 長所だけでなく，問題点についても

（4）情報士会を支え ・誤動作の回避対策，故障，不正侵 ・情報通言・ットワークなどの情 ・情報通信ネットワークなどの情 ・情報技術のセキュリティーやイン

情 る情報技術 入などのセキュリティ対策などの安全 報技術を利用するにあたって，適 報技術を利用するにあたって，適 ターフエースについて興味を持

報 イ情報技術におけ 性の技術対策とともに，人間側の必 切に判断して安全対策を施すご 切に判断して安全対策を施すご つ．

B 19 る人間への配慮 要な対策についても理解する． とができる． とができる．

・使いやすさの向上（たとえば，ユー ・情報機器を使いやすくするため

ザインターフエースの工夫）に対して のインタフェースについて考え
理解する． る．

（4）情報社会を支え ・情報技術の進展がもたらした影響に ・情報システムの設計において ・情報および情報技術について ・情報技術と社会との在り方につ

る情報技術 ついて理解する．その際，利便性とと は，トレードオフの存在を前提とし 基礎的知識を持つ． いて多様な観点から考察する態

ウ情報技術の進展 もに，問題点についても理解する． た情報技術と社旗の望ましいあり 度を身につける．
2◎

が社会に及ぼす影響 ・「影」の部分の克服についても，情 方について考えられる．

報技術の重要課題であることを認識
する．
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表5．11　9情報社会に参画する態度sに関する学習分野・単元と尋つの学習評価の基準（2）

単元 学習評価基準
観点 科目

番号
学習分野・単元

①知識理解 ②思考・判断 ③技能・表現 ④関心・意欲・態度

（2）情報通信ネット ・情報交換を行う場合のモラ ・電子メールの交換などにお ・電子メールや電子会議など ・情報通信ネットワークを用い

ワークとコミュニケー ルやマナーについて理解す いて，使い方を間違ったとき の情報通信ネットワークのソフ てのコミュニケーションに興味

ション る． に，どのようなことが発生する トウエアを活用できる． を持ち，積極的に実習に取り
26 ウコミュニケーション のか判断できる． ・コミュニケーションの目的や 組む。

における情報通信 状況に応じた効果的な活用
ネットワークの活用 ができる．

（3）情報の収集・発信 ・情報公開の有効利用に関し ・情報収集・・発信の際の注意 ・個人情報や著作権を保護し ・自治体の情報公開に関心を
と個人の責任 て，公開されている情報の実 点や情報に関する重要性や つつ，情報を表現・発信する 持つ．

情 ア情報の公開・保護 態や利用する際の注意点を 個人の責任ついて，考えられ 技能を身につける． ・情報通信ネットワークを用い

と個人の責任 理解する． る． てのコミュニケーションに興味報
27 ・情報の保護に関して，プライ ・社会で話題となっている問 を持つ．

鮭 バシーや著作権の保護に関 題事例について，具体的な対 ・個人情報の漏洩や，知的財

笈 して理解する． 処法などを考えられる． 産権の侵害に対して関心をも
に 構 ・ユーザーDやパスワードの重 つ．

参 報 要性について，理解する，

C画
（4）情報化の進展と社 ・社会で利用されている代表 ・社会で利用されている情報 ・日常的に使われている情報 ・日常的に用いられている情

す
会への影響 的な情報システムについて， システムについて，目的に合 システムについて適切に利用 報システムについて関心を持

る
ア社会で利用されて 具体的なシステムの例に対し せて適切に考え，判断する． することができる． つ．

態 いる情報システム て種類や特徴について理解
度 29 する．

・社会に及ぼす影響の観点か
ら，システムの信頼性を高め

ることの重要性について理解
する、

④情報化の進展と社 ・情報化の進展がもたらした ・情報化の「影」の部分いつい ・情報の収集や調べた結果の ・情報化の影の部分を克服し
会への影響 影響について理解する． ては，克服するための心構え 発表に関しては，情報の信頼 ようとする態度を持つ．

30 イ情報化が社会に や様々な工夫について考えら 性や信慧性，著作権の尊重
及ぼす影響 れる． などに関して配慮できる．



5．2　学習内容と評価の観点別に作成した学習評価問題

5e2．書　評価問題の作成形式

　学習指導要領の学習単元ごとに作成した学習評価基準（表5．6～表5．11参照）に沿って，

普通教科「情報」の評価問題を作成した。この評価問題は，各学習単元の「①知識・理解」，

「②思考・表現」，「③技能・表現」のいずれかの評価基準の達成度を評価するものである．

また，本章で作成する問題の形態はすべてペーパーテストであり，（A）選択問題（B）穴

埋め問題（C）記述問題のうちいずれかの形式で作成した．また，答えに多義性がなく，

正解が一つしかない問題のみを作成した．

　ペーパーテストの場合，「①知識・理解」を評価する問題は作成しやすいが，「②思考・

表現」「③技能・表現」「④関心・意欲・態度」を評価する問題の作成は難しい．しかし，

「②思考・表現」に関する問題では，講書の例4のように，選択肢を設けて思考力や判断

力を求めるような問題を作成した．また，「③技能・表現」に関わる問題では，演習等での

経験が生かされるような問題（5．2．2の例1，例7など）を作成したeなお，「④関心・意

欲・態度」に関する評価問題は，このようなペーパー・一・テストでの作成が困難なため作成し

ていない．

　各問題には問題番号を付している。例えば，単元番号「6コンピュータによる情報の統

合」に関する問題で，評価の観点が「③技能・表現」，出題の形式が「（B）穴埋め問題」で

ある場合，その問題の先頭に，〈6，③，（B）〉というタグを付けている．このタグは，問題の

整理や検索のために付けたものである．

　これらの問題は，できる限り単一の単元内の学習内容で解くことができるようにしてい

るため，当該の学習単元に入る前の診断的評価，学習過程で行う形成的評価，学習後に行

われる総括的評価に利用することができる。また，これらの問題を組み合わせて出題する

ことによって，定期考査など広い範囲の評価問題としても利用することができる．4つの

評価の観点に沿ったこのような問題を数多く作成し，データベースの形式にして蓄積する

ことによって，個別学習の評価やコンピュータテスティングへの利用も考えられる．

　普通教科「情報」を担当する教員の多くは，情報教育を初めて行う教員であり，授業準

備に忙しく，評価問題を作成する時間的な余裕が持てない状況であると考えられる．今後，

各学校現場において，定期考査などを通じて問題が徐々に作成されていくが，作成された

問題に対して，学習の目標・内容・方法・形態等の学習状況や，問題の種類・形式・内容・

難i易等の問題の分析，指導対象の生徒状況などの属性を参照して，教員が作成した評価問

題を互いに共有して利用するためのデータベースシステムの開発が期待される．

　なお，これらの問題を作成するにあたっては，既に実施されている情報技術関係の各種

検定試験：，普通教科「情報」用の教科書や問題集，参考書等を参考にした．
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5e　2．2　「情報活用の実践加に関する評価問題例

例1〈1，③，（A）＞

A社は最近，同業者のB社にシェアを奪われ，売上が伸び悩んでいる．このような問題を

解決するためのプロジェクトが発足したv以下の（ア）～（オ）は，このプロジェクトが

行った問題解決の各段階を示している．順番に並び替えなさい．

（ア）プラニングを行う．

（イ）実行結果を予測する．

（ウ）市場調査や売上調査を行い，現状を分析する．

（エ）プランを実行する．

（オ）問題の所在を明確にする．

例2〈1，①，（A＞＞

　前身の（ア）の段階で，プロジェクト内でアイデアを創り出すために行う集団発想法を

下記の選択肢から選びなさい．

（a）　KJ法　　（b）モデル化　　（c）ブレーンストーミング　（d＞シミュレーション

（e）フロ・・一チャート

例3〈1，②，（c）〉

　例1の順番で問題解決を終えた後，どのようなことを行う必要があるか．Plan－Do－See

のSee観点で具体的に答えなさい．

例4〈2，②，㈲〉

　私たちは，H常生活でいろいろなコミュニケーションを行っている．次の（1）～（4）

のような場合には，どのような情報手段を使えばよいか，最も適切な手段を選択肢から一

つ選び，記号で答えなさい．

（1）最寄の駅から自分の家までの道順を友人に教える。

（2）　旧クラスのメンバー全員に，同窓会の案内を行う．

（3）　自分が制作したコンピュータグラフィックスを多くの人に見てもらう．

（4）友人の悩みの相談を行う．

［選択肢］

　（ア）ラジオ　（イ）Webぺ・一一・d｝ジ　（ウ）電子メール　　（エ）テレビ　（オ）電話

　（カ）ファクシミリ
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例5〈3，①，（A）〉

　インターネットについて，（　）の中に適当な記号を下記の語群から選択しなさい．

　世界中の（1：　　）を接続した巨大なネットワV一一一・クをインターネットという．インタ

ーネットには，いろいろなサービスがある．代表的なものとして（2＝　　）や（3：　　）

がある．（2：　　）はインターネットを通じて（4：　　）を送受信するサービスで，登

録したメンバーに対して一度に送信する（5：　　）などの機能が便利である．（3：　　）

は，情報の中にはかの情報が存在する場所を埋め込んだ（8：　　〉機能が特徴である．

この機能を利用することで，世界中に分散されている情報を相互に関連付けることができ

る．文字情報だけでなく（6：　　）・（7：　　）の情報も表現することができる，なお，

（3：　　）とは，世界中にはりめぐらされた（9：　　）という意味である。

［選択肢］

ア．HTML　イ．　WWW　ウ．　Webページ　エ．通信ネットワーク　オe高速道路

力．メーリングリスト　キ．ハイパーリンク　ク．くもの巣　ケ．電子メール

コ．音声　サ．文書　シ。画像

例6〈3，②，（A）〉

　インターネットについて，（　）の中に適当な記号を下記の語群から選択しなさい．

また，下の問に答えなさい．（ただし，同じ記号を2度以上利用しても良い。）

　検索エンジンは2種類に大別される．1つは人手で情報を整理するディレクトリ型検索

エンジンである．この検索で得た情報は，比較的（1：　　）があり，不必要な情報は

（2：　　）．これに対してnポット型検索エンジンは，（3：　　）というプログラムが

定期的に（4：　　）を巡回して情報を収集し，自動的に情報を整理する．このため情報

量は（5：　　）が，不必要な情報は（6：　　）．

［選択肢］

ア。Webサーバ　イ．ブラウザ　ウ．信頼性　工．冗長性　オ．重複性

力．Web　mポット　キ．多い　ク．少ない　ケ．必要　コ．不必要

（問）下のような検索を行うとき，ディレクトリ型とロボット型のいずれの検索エンジン

を利用するとよいか，「ディレクトリ型」あるいは「ロボット型」で答えなさい．

（a）決められた分野に関する正確な情報を得たい。（　　　　　　　）

（b）検索対象が明確でないため，大まかな情報をたくさん得たい．（　　　　　　　）

（c）適切なキーワードを思い出せない．（　　　　　　　）

例7〈3，③，（C）〉

　あなたは，大阪府立ABC高校の生徒である．自分の高校以外の大阪府立高校に関する情

報を集めたい場合，どのように検索すればよいか答えなさいe
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5．2．3　『情報の科学的な理解』に闘する評価問題例

例1〈4，③，（A）〉

　信頼できる情報を獲得するために妥当でないものはどれか．

①　その情報が信頼できる情報であるかどうかを複数の情報源で確かめる．

②客観的データであっても，データの取り方やデータの表現法，データ提示の目的を考

える．

③　そこに書かれていることだけでなく，書かれていないことは何かを考える．

④　情報発信元が信頼できるかどうかを考える．

⑤　新聞社などの情報は信頼できるので全面的に信じてよい．

例2〈4，③，（B）〉

　インターネットで動画や画像などを送信する場合は，それらのデータ容量を減じるため

に（　　　　　）という技術を用いる。

例3〈2f，②，（B）〉

　次の文章は，代表的なPCM方式の原理について説明している．空欄にあてはまる語を記

入しなさい．

　送信側信号を飛び飛びに抽出し，（1：　　　　　　），抽出されたパルスは原波形のそ

の時点での振幅を代表している．サンプリングの周期については（2：　　　　　）とい

う基本定理がある。これは，原波形を含む最高周波数の2倍以上の頻度でサンプリングす

ればよいということであるe音声信号は4kHzまでの周波数成分があればよいので，1秒

あたり（3：　　　　　　）回のサンプリングを行えば原波形は完全に再生される．

　サンプリングされた波形を量子化し，それをもとに符号化したものが（4：　　　　　）

である．サンプリングされたパルスの振幅の大きさを適当な大きさの代表値で表現してい

る。7桁の2進法で表現すると，2』（5：　　　　）通りのステップに分類できる．

例4〈24，①，（B）〉

　次の文中に適当な語句を入れなさい

（a）Webページは，（1：　　　　　）という記述言語で記述されている．

（b）インターネットでは，通信のためのルールである　プロトコルとして（2：　　　　）

　が定められており，これにより，OSや機種によらずに通信ができる．

（c）インターネットに接続するサーバを特定するために定められた数値を
（3：　　　　　　　　）　とV、う．
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例5〈24，①，（B）〉

　「公開鍵方式」，および「秘密鍵方式」に最も関係のある記述はどれか．

　①画像にガウス分布の乱数点を埋め込む

　②通信者が共通の文字列を持ち，共通の数字によって平文を変形する．

　③共通の数字ど通信者だけが知るメカニズムによって共通の数字を計算し，共有する．

　④公開鍵暗号化による応用

「公開鍵方式」：（　　　　）

「秘密鍵方式」：（　　　）

例6〈24，①，⑧〉

「レイティング］とは何か．以下より選べ．

　①秘密鍵方式の暗号化の方法の一つ

　②電子透かしの技術の一つで乱数を用いた方法

　③有害情報の度合いをページにラベル付けすること

　④電子マネーの一つの形態

　⑤公開鍵方式の暗号化の方法の一つ

例7〈24，①，（C）〉

パスワードについて誤った記述を選択せよ．

　①ユーザー名は使用しない．

　②辞書にある語はなるべく使用しない。

　③6文字以上で機種依存文字を入れておく。

　④定期的にパスワードを変えるe

　⑤電子メールでパスワードを送らない．

　⑥パスワード入力を見られないようにする．

例8〈25，①（C）〉

　モデムを使って通信をする場合，

のような働きをするか答えなさい．

コンピュータのデータを送信する時には，モデムはど

例9＜25，②（C）＞

　Aさんは，パソコン通信を54kbpsモデムでの通信から20Mbpsのイーサーネット通信に

変更した．何倍早くなるのであろうか．小数点第二位まで求めよ．
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5．2．4　『情報社会に参画する態度』に関する評価問題例

例1〈5，②，（B）〉

　次の行為の中で，情報モラルとして問題のないものには○を，問題であるものには×を

つけなさい．また，×にあたる行為には，関連の深い語句を選択肢の中から選び記号で答

えなさい。

○× 語句

① 文化祭のポスターにテレビ番組のキャラクターを使う

② 引越し先の住所や電話番号を友だちにメールで知らせる’

③
「このメールを3日以内に5人に送らなければ不幸になる」とい

､メールがきたので，その通り友だち5人に送る

④ 知らない人から届いたメールの添付ファイルを開いてみる

⑤ 新しいピアノの楽譜を買ったので，コピーして友だちに配る

⑥ 好きな俳優の似顔絵を描いて，自分のWebページに載せる

⑦ 美術館の銅像を撮影して年賀状の写真に使う

⑧ 友だちの名前とパスワードでインターネットに接続する

⑨ 自分で楽しむために市販の音楽やビデオをコピーする

⑩
メールマガジンで面白い記事が送られてきたので，友だちに転送

ｷる

選択肢：

iア）不正アクセス　（イ）著作権の侵害　（ウ）肖像権の侵害　（エ）チェーンメール

iオ）コンピュータウイルス

例2〈9，①，（B）〉

　次のような現象が社会的な問題として何と呼ばれているか＜A＞＜B＞それぞれ適切

な語句を答えなさい．

　〈A＞

・無意識にコンピュータを拒絶する

・コンピュータ・ネットワークに依存しすぎて日常の人間関係に支障をきたす

・神経過敏になる

　くB＞

・個人情報をネットワーク上で売買する

・コンピュータウイルスをばらまく

・他人になりすまし，詐欺やだましをはたらく

ti　108　“”



例3〈9，①，（A）〉

　次の文章は，インターネットの利用などについて述べたものである．正しいものに○，

誤っているものに×をつけなさい．

1）電子図書館は，ネットワークを通じて，家庭などにいながらにして図書の検索・閲覧

　　ができるようにしたシステムである．（　　）

2）電子図書館が取り扱っているのは，おもに，学術書，公共機関の発行している冊子お

　　よび文学作品である．（　　）

3）医療分野では，医療相談などにも利用できるので，遠隔地と都市圏の格差が少なくな

る．（　　）

4）電子ネットワークを用いて行われるいろいろな形の商取引は，電子商取引と呼ばれて

いる．（　　）

5）SOHOが普及すれば，都市部へ通勤をすることも少なくなってくる．（　　）

例4〈20，①，（A）〉

　次の項目は，「不正アクセス禁止法」などの法律にふれる行為について記述したものであ

る．誤っているものを一つ選びなさい．

1）他人のWebページの内容を書き換える行為

2）Webページに嘘の情報を載せる行為

3）他人のメールアドレスに大量のメールを送る行為

4＞自分のコンビ…一タを操作して，他人のコンピュータに侵入する行為

5）他人のパスワv・一…一ドを使い，メールを送信する行為

例5〈27，①，（A）〉

　次の例は著作権などを侵害した事例である．どのような権利を侵害したと考えられるか。

下記の語群から選んで記号で答えなさい．

1）テレビの映像をビデオで録画して，友人に無料で配布した．（　　＞

2）他人の著作物をWebページに無断で公表して送信した．　（　　），（　　）

3）友人が写っている写真を無断でWebページに掲載した．　　（　　）

4）Webページに他人の名前を無断で使用した．　　　　　　　　　　（　　）

5）掲載の許可は得た写真であるが，無断で修正・加工して掲載した．（　　）

〈語群〉

ア。プライバシー　　　イ。肖像権　　　ウ．複製権　　　工．公衆送信権

オ．同一性保持権　　　　力eパブリシティ権　　　　キ。公表権　　ク．氏名表示権
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5．3　大学入試センター試験問題試案

5．3．1　：大学入試センター試験の形式とr情報』の作問

　大学入試センター試験（以下，センター試験を略記する）は毎年1，月に実施され，多く

の国公立・私立の大学が参加している．平成15年度に高等学校に入学した高校生が大学に

入学する平成18年度入試には，センター試験の出題科目に普通教科「情報」が入ると予想

される．

　大学受験の予備校においては，「情報」の出題予想問題を作成するなど，その対策が始

められている［4］．このような予備校では，これまでセンター試験に取り入れられている科

目である「情報関係基礎」や，情報処理関係の資格試験の問題などを予想問題として紹介

している．

　普通教科「情報」の出題形式は，さまざまな形態が考えられるが，センター試験の解答

方法はマークシート方式のみである．受験生は選択肢から解答を選び，そのマークはマー

クカードリーダーで読み取られて採点が行われる．他の方法での出題は行っていない．し

たがって，普通教科「情報」がセンター試験に導入されても，この方法に沿って問題を作

成する必要がある。

　選択肢の数は，各教科・科目によって異なるが，単一選択問題の場合4～6個程の中か

ら一つを選択する．マークシートの選択肢は，数値「0」～「9」の10種類が基本であるが，

さらに「＋」「一」や，ra」～「d」を加えて，各問に10～14種類の選択肢を設けること

ができる。時間は，国語と外国語以外は1科目60分であり，問題数は3～5問と少ない．

数問～十数問をまとめて1つの問題を作成している．

　出題の内容は，その科目のさまざまな学習内容を相互に関連付けた総合問題であり，

個々の領域の知識ではなく，様々な知識や技術を総合し，応用する能力が問われる．した

がって，各学習単元内での問題を作成した5。2節の評価問題は，センタ・一…試験の予想問題

としては適当ではない．そこで本節では，普通教科「情報」の学習の中でも特徴的な内容

である（ア）問題解決，（イ）マルチメディア・プレゼンテーション，（ウ）情報倫理の3

つのカテゴリとその複合分野に焦点を当てて，普通教科「情報」の様々な学習内容を関連

付けて，センター試験の模擬問題を作成した．

　模擬澗題1は，主として（ア）問題解決と（ウ）情報倫理の内容を複合させた問題であ

る．この問題を解答する際に必要となる学力は，5ユ節の表52の単元番号で示すと，4，

5，6，10，11，15，17，21，25，28の学習単元において育成されるものである．「情報

A」「情報B」「情報C」全30単元中10単元の学習に関連している。また，模擬問題2は，

（ア）（イ）（ウ）のいずれの内容も含む総合問題であり，合計10単元の学習に関連する．

他の模擬問題においても同様であり，いずれも普通教科「情報」の総合力を評価する問題

を試作した。
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5、3．2　普通教科『情報』のセンター一試験試案

く模擬問題1＞

　Aさんは文化祭でライブコンサートを企画した．生徒会から1万円の補助金を受けるが，

放送機器をレンタルする資金が不足するため入場料金を設定したい．このライブでは，A

さんが作詞・作曲したオリジナル曲の他に，有名なB歌手の最近のヒット曲を生演奏する．

また，Aさんの演奏が好きな観客のCさんは，無断でこのコンサートの模様をディジタル

ビデオカメラで撮影した．その後，Cさんはビデオカメラからコンピュータに記録して，

自分のWebページに載せてxンサートの模様を紹介した。

（問1）Aさんがこのコンサートを行うと著作権を侵害することになる．誰の著作権を侵

　害することになるか．下記の選択群から該当する人物をすべて選びなさい．

　①Aさん自身　　②B歌手　　③B歌手の歌の作詞者　　④B歌手の歌の作曲者

　⑤B歌手のマネ…一・・一ジャ

（問2）Aさんがこのコンサートを行うと著作権を侵害することになる．どのような権利

　を侵害することになるか．下の選択肢から侵害する権利を1つ選択肢から選びなさい。

　①複製権　　②貸与権　　③公衆送信権　　④演奏権　　⑤著作隣接権

（問3）Cさんの行為は，誰の著作権を侵害することになるか。下記の選択群から該当す

　る人物をすべて選びなさい．

　①Aさん　　②B歌手　　③B歌手の歌の作詞者　　④B歌手の歌の作曲者

　⑤Bバンドのマネ・一一・一一・ジャ

（問4）Aさんがこのコンサートを行うと著作権を侵害することになる．どのような権利

　を侵害することになるか．下の選択肢から侵害する権利をすべて選びなさい．

　①複製権　　②貸与権　　③公衆送信権　　④演奏権　　⑤著作隣接権

（問5）Cさんは，ディジタルビデオカメラからコンピュータへと画像を送る際，あるイ

　ンタフェースを用いて画像を転送する．その時に用いる適当なインタフェースの名称

　を下記の選択肢から1っ選びなさい．

　（DIEEE1284　＠IEEE1394　＠RS－232C　＠ADSL　＠ISDN

（問6）Cさんは，コンピュータに画像を記録するとき，どのようなファイル形式で記録

　したと考えられるか．次の中から，適当な画像ファイルの圧縮形式を1つ選びなさい．

　（DJPEG　＠GIF　＠TXT　＠PDF　＠MPEG
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（問7）表1は，このコンサ・一一・・トを開く時に必要な著作権料と放送機材費である．会場の

席は100席を用意し，満員になると仮定する。入場料と放送機材の金額設定を行うため，

Aさんは下表イのような表を作成した．計算の基本式は，収支＝入場料収入一著作権料一

放送機材使用料である．Aさんは，　B9のセルに計算式を入力して，あとのセルはそのB9

の計算式をコピーすることにした．B9に入れる計算式として正しいものを選択肢から選び

なさい。

　O　＝100＊＄A9－B＄6一＄B＄2　＠　＝100＊A9－B＄6　＠　＝100＊A9－B＄6一一＄B＄2

　＠　＝100＊＄A9－B＄6－B＄2　＠　＝100＊A9－B＄6一＄B＄2

　　　　　A．．．．　1．．．ge　．　．C　．．　D　．．．　i．．．．　wa．．　1　．．｝：i

－1　入場者　　　　100人以下　101～200　2α～300　301～40Q　401～50Q
．窺．著作権料（円）　　　10000　　　2QOOO　　　30000　　　40000　　　50000
3
”

　4
5’ 咜雷@材　　　Aセット　　　Bセット　　　Cセット　　’Dセット　　　Eセット

　6　金額（円）　　　　　　20000　　　30000　　　40000　　　60000　　　100000
　7

el入場料〆1人　　収支（A利用）収支（B利用）収支（C利用）収支（D利用）収支（E利用）

．e．　a　ee　一一20eoo　一一30000　一一400eo　一一60000　一s　ooooo
ao．．　2ee　一fl　oeoo　一一200eo　一一3000e　一一soooo　一goooe
．．“．．　300　o　“oeoo　一2000e　一40000　一一seeeo
1．2．．“．　400　aeooo　o　一一roooo　一30000　“oeoe
．”f．．3“in　soo　20000　l　oooo　o　一20000　一600eo
．．s．　s一“．　600　300eo　2eooe　s　oooo　一一i　oooo　一soeoo
SK

（問8）一人当たりの入場料金は500円以内に抑えたい．このライブコンサートで赤字を

出さないためには，放送セットはどのセットのレベルまで上げることができるか．

①Aセットのみ②Bセットまで③Cセットまで④Dセットまで⑤Eセットま

　で

（問9）Eセットの放送機材を使っても一人当たり500円で赤字を出さないためには，入

場者を何人集めればよいか，下の選択肢から選んで答えなさい．

　①100人　　②200人　　③300人　　④400人　　⑤500人

＜模擬問題2＞

M高校では，今年から卒業アルバムを製本された従来のものからCD－ROMに変更すること

にした．以下の問いに答えなさい．
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（問1＞卒業アルバム委員のAさんほか5人のグループは，このアルバム作成の企画を担

当することになった．メンバーは，CD－ROMによる卒業アルバム制作の利点や注意点を探る

ための会合を持った．この会合では，前半は，各自が自由に思いついた意見を出し合い，

相談することにした。後半は，それらの意見を集約して卒業アルバム委員会の会報に載せ

ることにした．

　会合の前半部分と後半部分に用いる方法として，下記の選択肢から適当なものを選び，

記号で答えなさい．

　前半部分（　ア　）　　　　後半部分（イ　）

〈選択肢〉

　①ディベート　　②KJ法　　③ジクソー法　　④レビュー　　⑤コンセプトメー・…キン

　グ　⑥アイスプレーキング　　⑦ブレーンストーミング　　⑧プロジェクト法

（問2）（問1）の話し合いのなかで，CD一一ROMによる卒業アルバム制作の利点とは考えに

くいもの下記の選択肢の中から選び，（ウ　）に記号で答えなさい．

①映像や音声を含めることができる．

②見たい部分を検索してすぐに見ることができる．

③長期間にわたって，作成したときのままの状態を保つことができる．

④単独ですぐに開いて内容を見ることができる．

⑤内容物の編集や複製を行うことができる．

（問3）（問1）の話し合いのなかで，CD－ROMによる卒業アルバム制作の問題点がいくつ

か挙げられ，それをカテゴリー化した．次の（a＞～（f）のそれぞれに関係が深い事柄

を〈選択肢A＞から選び（エ　）～（ク　）に答えなさい．

また，Aさんらは，（a）～（e）の中から一つだけ除外してカテゴリー化し，そのカテゴ

リーにふさわしいラベルを付けた．そのラベル名をく選択肢B＞から選び，（ケ　）に答

えなさい．

〈選択肢A＞

①著作者人格権　　②複製権　　③特許権　　④商標　　⑤意匠権

⑦肖像権　　⑧個人情報保護　　⑨著作隣接権

（a）キャラクタを画像に取り入れない．

（b）BGMを入れるときは，既成の音楽を無断で用いないようにする．

（c）住所録は載せないようにする．

（d）会社のサービスマークやロゴマークを無断で使わないようにする．

⑥商品化権

（e）校歌を載せるときは，作詞・作曲者の許可を得て，その名前を明示する．
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〈選択肢B＞

①知的財産権　　②著作権 ③工業所有権　　④プライバシー　　⑤セキュリティ

（問4）Aさんらは，制作スケジュールを立てた．完成までに行うべき段取りとしていく

つかが挙げられた。下記の（a）～（f）までの項Fllを制作スケジュールとして好ましい

順番に並べかえた場合，①～⑤のどれになるか．適当な番号を（コ　〉に答えなさい．

（a）授業や行事の様子をデジタルカメラで撮影する．

（b）アルバムの全体構成を考える．

（c）卒業アルバムのテーマを設定する．

（d＞コンピュータで制作したコンテンツをまとめる．

（e）アルバム委員の制作担当箇所をきめる．

（f）CD－Rで記録する．

〈選択肢〉

　（1）　（b）　一一〉　（c）　一）　（e）　一m）　（a）　一　（d）　一一〉　（f）

　＠　（c）　一一．　（b）　一〉　（e）　一〉　（a）　一　（d）　一”一）　（f）

　（D　（e）　o　（c）　一　（b）　一　（a）　一〉　（d）　一　（f）

　＠　（a）　一．　（c）　一〉　（b）　o　（e）　一一一　（d）　o　（f）

　（1）　（e）　一e　（b）　一一）　（a）　．　（d）　一一一〉　（c）　’m一）　（f）

（問5）Bさんらのグループは，卒業アルバム委員のAさんほか5人のグループは，学校

行事の映像制作パートを担当することになった．この映像制作に関する下記の文章の（）

に当てはまる適語を下記の選択肢から選びなさい．

学校行事を撮影したDVテープのデV一一一・タをデジタルビデオカメラからコンピュータに取り

込むためのインタフェースとしては（サ　）を用いることが多い．また，コンピュータ

で映像を編集してCD－ROMに録画するには，（シ　）というデータ圧縮の規格を用いると

よい．また，

〈選択肢〉

　¢JPEG　＠RS－232C　＠MPEG　＠BMP　＠GIF　＠IEEE1284　＠IEEE1394

　（DMIDI

（問6）Bさんらの映像コンテンツの保存には，300MBの記録容量が割り当てられている．

（問4）の映像編集規格を用いて1．6Mbpsで記録するとき，約何分間の映像を記録するこ

とができるか．次の選択肢から選び（ス　）に答えなさい．

〈選択肢〉　①60分　　②45分　　③25分　　④15分　　⑤5分　　⑥1分

（問6）Cさんらのグループは，財政を担当している。この卒業アルバムを制作するにあ
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たって，必要なハードウェアとソフトウェアを考えた．各担当から出された要望を集約す

ると次の①～⑫になる．しかし，経費を削減するため，この卒業アルバムを作成するため

にそれほど必要でないハードウェアとソフトウェアを①～⑩の中から1つずつ選んで予算

経常から外すことにした．この予算経常から外すハードウェアは（セ　）に，ソフトウ

ェアは（　ソ　）に答えなさい．

　①フォトレタッチ　　②プリンタ　　③ペイント系ソフト　④デジタルビデオカメラ

　⑤サウンド録音ソフト　　⑥ワープu　　⑦CD－Rドライブ　　⑧データベース

　⑨コンピュータ　　⑩イメージスキャナ　　⑪デジタルカメラ　　⑫ノンリニア編集

　ソフト

（問7）Dさんらのグループは，200名の生徒一人ひとりの声を録音する．その音声デー

タを保存するためのデータ容量として100MBが与えられている．1人あたりどれだけの時

間の録音が可能か．

下記の選択肢から選び，（タ　）に答えなさい．

ただし，録音は標本化周波数22050Hz，量子化数8ビットでモノラルゐ音質のディジタル

で録音するものとする．

〈選択肢〉　①5分　　②2秒　　③1分　　④45秒　　⑤25秒　　⑥1G秒

＜模擬闇題3＞　以下の文章を読み，各問に答えよ．

　Aさんのクラスでは，総合的な学習の時間で「地域のバリアフリ　・一」についてグループ

調査を行い，その結果をプレゼンテーションァで発表することになった．

　プレゼンテーションは，視聴覚室でクラスメート40人に対して行い，グループの代表

者1名だけでプレゼンテーションをすることになった．そこでAさんのグループではAさ

んが代表者になった．

　そのためにAさんは，リハーサルを行った（A）．しかし，その結果時間内に終わらないこ

とがわかったので，早口で話すことにした（B）．

　発表の当日はグループのメンバーと相談して，みんなでユニフォームを揃えた（c）．Aさ

んのグループは，2台のPCとプuジェクタ，スクリーンを利用し発表を行った．1台は

Aさんが操作卓で操作していたPCで，もう1台はAさんのグループの人が聴衆席で操作

していた．また，発表用スライドには工夫を凝らしたイ．しかし，教室の後ろの人までは

声が聞こえないように大きな声は出さなかった（D）．
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会場の見取り図を図1に示す．

イ

憩麟群縄伊7〃一

鑑ア
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回
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、 罐一’㌦”

f辱・毒・芸？ ・．せ
ウ

’　　　　ほ　　　　　　　　　　　　　、

（図1）会場の見取り図

問1。下線アについての説明文である。空欄［ア］，［エ］，［互］，［≡i≡］，［＝王コに

入れるのに最も適当なものを，解答群のうちから一つずつ選べ．

　プレゼンテV一一…ションとは，自分のもつ［Zコをわかりやすく伝える，といった［三］を

もった行動である．このことを達成するためには，まず，［互コの立場に立って，話す内

容を組み立てる必要がある．

［ウ］の立場に立ったプレゼンテーションを実現するには，発表の［iコや［王＝］を明確

に伝え，内容や構成を工夫し，全体の流れと情報の［正コを考えていくことが重要となる．

1。話し手　2．聞き手　3．技術　4．表現　5．意識　6．目的　7．主題　8．方法

9．知識　10．態度　11e相手　12．個性　13．考え　14．疑問　15．能力　16．責任

17．効果　18．先生　ig．仲間　20．自分　21．日付　22．担当者　23．場所

24．関係　25．内容　26．時間

問2．AさんがPCを操作して発表をしている時，図1における立ち位置として適切なと

ころはどこかe下の選択肢から選び，［＝亙コの中に答えを記せ．

　　1。ア　　2．イ　　3．ウ　　4．エ
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問3．Aさんはプレゼンテーションを効果的なものにするために，次のように工夫した．

　　　Aさんの工夫とそれで得られる効果の組み合わせのうち，適切でないものを以下

　　　の選択肢から選び，［キ］の中に答えを入れよ。

群1（工夫）

　　1　「あなた方はバリアフリL一一・一・・についてどう考えていますか？」と問いかけた

　　H　プレゼンテーションのタイトルを「地域のデンジャラスゾーン」にした

　　皿　実際に車椅子をもってきてバリアフリーの必要性をうったえた

　　IV　スライドにアニメーションを用いた

　　V　プレゼンテーションの最初に「みなさん、健康には気をつけていますか？」

　　　　と呼びかけた

群2（効果）

　　　（ア）

　　　（イ）

　　　（ウ〉

聞き手の注意を引く

好奇心をかき立てる

聞き手に参加意識を与える

1．1一（ウ）　2。a一（イ）　3．皿一（ア）　4．　IV一（ア）　5．　V一（ウ）

問4．Aさんのグループは今回のプレゼンテーションでPCとプロジェクタを使用したが，

　　　PCとプnジェクタの特徴として正しくないものを選び，［⊇＝］の中にその解答を

　　　入れよ．

L病院で車椅子を使っている人に聞いたインタビューの様子を聞き手に示すことが

　　できる

2．発表のスライドを拡大してみんなに見えるようにできる

3．学校の中にある障害物の写真や画像を手軽に聞き手に示すことができる

4．バリアフリーに関するアンケート「町の中にある障害物」の統計結果をグラフにして

　　表示できる

5．Aさんのグループが聴衆席で無線を使ってPCからプロジェクタに画面を表示できる

問5．下線イについて，Aさんは以下のような工夫をした．

　　　選択肢のうち問題があるものの組み合わせとして正しいものを選び，［互コの中に

　　　解答を入れよ．

　　　イ）　Aさんは，聞き手を惹きつけるプレゼンテーションにするため，スライドに

　　　　　インターネット上で見つけた有名なキャラクターの画像を用いた．
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ロ）　Aさんは，自分で書いた色々な画像を，全てのスライドに用いた

ハ）　Aさんは，調査の際に協力してもらった人に対し，感謝の意味で名前と連絡

　　先をプレゼンテーション内で発表した．その際，驚かせようとして，そのこと

　　は発表が終わるまで秘密にしていた．

二）Aさんは，調査の際に行った無記名のアンケートの意見をいくつか発表した。

1．イとハ 2．ロとハ 3eイと二　　4eロと二 5．イと一

問6．問題文における波線部（A）～（D）において，不適切であるものの組み合わせを

次のア～カの中から選び，［三］の中に解答を入れよ．

le（A）（B）　2e（A）（C）　3・（A）（D）

5・（B）（D）　6e（C）（D）

4．　（B）　（C）

＜模擬間題4＞　以下の文章を読み，喚問に答えよ．

　ハードディスクのあるディレクトリに，表1（a）のようなディレクトリファイル（容量

はMB＞が格納されている。

　　　　　　　　表1ディレクトリファイルの容量

　　　　　　　　（a）　（b）

量容
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　これを1枚のMO（640MB）に，できるだけ残り容量が少なくなるように格納したい．ど

のディレクトリファイルを格納すればよいかを次のような処理手順で求めることにした．

1）ディレクトリファイルの合計容量を計算して，格納できないディレクトリファイルの

　　容量（不足容量）をもとめる．

2）ディレクトリファイルの容量を降順でソートして（表1（b）），格納できないディレク

　　トリファイルの最大数を調べる．
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3）その最大数以下の場合について，不足容量より大きく，その数値に一番近いディレク

　　トリファイルの組み合わせをみつける．

4＞格納しないファイルと残り容量を求める．

問1　処理手順は次のようになる．（　）に選択肢から適切な値を選びなさい．

（1）合計容量から，不足容量は（①　　　）MBである．

（2）格納できないディレクトリファイルの数は，最大（ア　　　）である．

（3）格納できないファイルが一つの場合，残り容量が一・番少ないのは，（イ　　　）番の

　　　ファイルを格納しない場合で，残り容量は（②　　　）MBである，

（4）格納できないファイルが二つの場合，残り容量が一番少ないのは，（ウ　　　），

　　　（エ　　　）番のファイルを格納しない場合で，残り容量は（③　　　）MBである，

（5）格納できないファイルが三つの場合，残り容量が一番少ないのは，（オ　　　），

　　　（カ　　　），（キ　　　）番のファイルを格納しない場合で，残り容量は（④　　　）

　　　MBである，

（6）したがって，一番残り容量が少ないのは，格納しないファイルの数が（ク　　　）

　　　の場合で，残り容量は（⑤　　　）MBである．

アからクの選択肢

　O）一〇　1）一1　2）一2　3）一3　4）一4　5）一5　6）一6　7）一7　8）一8　9）一一9

①から⑤の選択肢

　O）一1　1）一一2　2）一6　3）一10　4）一16　5）一17　6）一22　7）一26　8）一48

　9）　一65

問2　表1で，容量が650MBのCD－Rの場合は，どのディレクトリファイルを格納すればよ

　　　いか．選択肢から適切な値を選びなさい．

〈答え〉

　一番残り容量が少ないのは，格納しないファイルの数が（ア　　　）の場合で，残り容

量は（①　　　）MBである．

アの選択肢

　O）一1　1）一2　2）一3　3）一4　4）一5

①の選択肢

　O）一2　1）一6　2）一9　3）一12　4）一26　5）一一36

問3　表1にディレクトリファイルを1っ（番号10，容量22MB）を追加した場合（表2），

　　　どのディレクトリファイルを格納すればよいか．選択肢から適切な値を選びなさい．
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〈答え〉

　一番残り容量が少ないのは，格納しないファイルの数が（ア

量は（①　　　＞MBである．

アの選択肢

　O）一1　1）一2　Z）一3　3）一4　4）一5

①の選択肢

　O）一1　1）一2　2）一6　3）一9　4）一16　5）一26

）の場合で，残り容

　　　表2ディレクトリファイルの容量（2）

＜模擬問題5＞

　デv一・・一・一タ通信に関する次の各問に答えよ．

〔問1〕　スタートビットとストップビットを含む64ビットのデータを128，000bpsでシ

　　　　　リアル転送すると，1分間に転送できるデータ数は，次の1～4のうちどれか．

　　　1　1分間に120転送できる．

　　　2　1分間に2，000転送できる．

　　　3　1分間に120，000転送できる．

　　　4　1分間に125，902転送できる．

〔問2〕

　　1

　　2

3
4

全二重伝送方式の説明として適切なものは，次の1～4のうちどれか．

情報の流れは双方向通信となり，同時に両方向の通信はできない．

送信側と受信側があらかじめ指定されており，情報の流れが常に1方向で

ある．

情報の流れは双方向でかつ同時に両方向の通信ができる．

1本の伝送路を使って1ビットずつデータを順番に伝送する．
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〔問3〕1パルスの幅が1msのディジタル通信を直列伝送する場合，データ信号速度

　　　　　〔bpm〕は，次の1～4のうちどれか．

　　1　1パルスの幅が1msのディジタル通信を直列伝送する場合，データ信号速度は

　　　　1bpmである．

　　2　1パルスの幅が1msのディジタル通信を直列伝送する揚合，データ信号速度は

　　　　100　bpmである．

　　3　1パルスの幅が1msのディジタル通信を直列伝送する場合，データ信号速度は

　　　　301bpmである．

　　4　1パルスの幅が1msのディジタル通信を直列伝送する場合，データ信号速度は

　　　　1000　bpmである。

＜模擬問題6＞

第1問　次の間に答えなさい。

問1　情報を伝えるメディアについて述べた次の文中の空欄を，下記の選択肢の中から選

　　び埋めなさい．

　　　わたしたちは，様々な情報を［〕＝］することにより，それぞれの特性を活かし

　　て統合的に利用することができる．コンピュータ上では，文字はもちろん，イラスト

　　や［歪Σコ，［＝蚕Σ：コや映像を添付した電子メールなど，情報をより効果的に伝えるた

　　めの新しい表現が可能となっている．

　　　このように，文字，［＝亜コ，［至Σ］，［亙］など，形態の異なった情報を統合し

　　て扱うことを［（6）］と言う．

　　　様々な情報は［（1）］されることによって匝コのリアルタイムな情報提供が可

　　能となった．［（7）］のメディアには，例えば［＝＝壷Σ＝＝］がある．

　　［＝亙＝］ヒされたコンテンツは，わたしたちの創造性や個性を表現するため道具と

　　なっている．

　　　伝えたい情報を表現する手段の1つに，［＝＝亟コ作品としてのWebページが考

　　えられる。We　bページとは，［＝亙＝コの情報検索システムである［＝て亜Σ＝コサーバ

　　上に作成されたページの1つであり，閲覧ソフトウェアである匝Σコの表示単位と

　　なっている．

　　　WebぺL・一一一・一ジは匝］という言語で記述され，情報の保管場所を匝コで指定す

　　ることで，見たいページを参照することができる．

　　Webページを制作し公開することによって，［＝亙＝コを通じて世界中の人にメッセ
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一ジを伝えることができる．

ア．ブラウザイ．写真　ウ．ディジタル化工．

カ．双方向　キ．マルチメディア　ク．動画　ケ．

サ．静止画シ．URL（Unifbrm　Re　so・讐ce　Locator）

HTML　オ．インターネット

WWW　コ．　B　Sディジタル放送

ス．音声

問2　次の各項目が，Webページを制作するにあたって，準備・計画・制作・発表の4段

　　階に当てはまるものを下記の選択肢から選び，空欄を埋めよ．

　　　　A．全体の作業計画を立てる

　　　　B操作面での不具合や問題点のデバッグを行う

　　　　C．サーバにアップロードする

　　　　D，Webページのテーマを決める

　　　　E，色やフォントなど，デザインを決める

　　　　F．サイトマップを作成する

　　　　G，必要な作業と役割分担を書き出す

　　　　H，誰を対象としたページなのかを考える

　　　　1，絵コンテを書く

　　　　J．内容を更新する

　　　　K．Webページを制作する目的を明らかにする

　　　　L，Webページの構成を考える

　　　　M，伝えたい内容を考えまとめる

　　　　N，評価項目を作成し，自己チェックする

　　　　0，画像や映像を加工，編集する

　　　　P，Webページを作成する

　　　　Q．リンクの確認をする

〈準備〉 〈計画〉 〈制作〉 〈発表〉

［コ
［コ

［コ ［コ

＜模擬問題7＞
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次の文章を読み，以下の問いに答えなさい．

　桜高校2年A組は、情報科の授業で学級紹介のWebページを作成することになった。

　一番はじめに表示する「私たちの学級紹介」のページの他に、6つのグループがそ

れぞれのグループを紹介することにする。

　ページの構成は次のように計画した。

　「私たちの学級紹介」のページは、作成例として、先生が担当することにした。は

じめのページなので、ファイル名は［＝董＝＝ユhtmlとする。簡単なクラス紹介に加え

て、サイト全体にどのような内容が含まれているかを示すコンテンツ紹介と、ページ

の構成を示すサイトマップ①をのせる。このページから各グル・・一一・4プの「私たちのグルー

プ」のページへ移動することができる。

　「私たちのグループ」のページは、各グループがそれぞれ作成する。それぞれ「グ

ループメンバー紹介」のページと「僕・わたしの好きな場所」のページへ移動するこ

とができる。

　「グループメンバー紹介」では、メンバー一人一人の自己紹介などを行い、「僕・私

の好きな場所」には、学校の中の好きな場所をデジタルカメラで日つた写真②と場所の

説明、なぜその場所が好きなのかの理由等を書く。

　また、ここで作成するすべてのべv一・一・・ジには、操作性を考え［＝＝亙＝コへのリンクを付

ける・、

問1　［＝互コ．htmlのaに入る適切なものはどれか．1つ選択しなさい．

　　1．top　2．　group　3．　myp｝ace　4．　myclass　5．　index

問2　下線①サイトマップについて

　この学級紹介のwebページのサイトマップはどのようになるか．適切なものを選べ．

Ae

私たちの学級紹介 私たちのグループ1　　　グループメンバー紹介　　　　僕・私の好きな場所

僕・私の好きな場所私たちのグループ2　　　グループメンバー紹介

グループメンバー紹介　　　　僕・私の好きな場所私たちのグループ3

私たちのグループ4　　　グループメンバー紹介　　　　僕・私の好きな場所

私たちのグループ5　　　グループメンバー紹介　　　　僕・私の好きな場所

私たちのグループ6　　　グループメンバー紹介　　　　僕・私の好きな場所
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B．

私たちの学級紹介

Ce

　私たちのグループ

　私たちのグルS・一一一プ

　私たちのグループ

　私たちのグループ

　私たちのグループ

　私たちのグループ

私たちのグループ1

私たちのグループ

グル・一・プメンバー紹介

僕・私の好きな場所

グループメンバー紹介

僕・私の好きな場所

グループメンバー紹介

僕・私の好きな場所

グループメンバー紹介

僕・私の好きな場所

グループメンバー紹介

僕・私の好きな場所

グループメンバー紹介

僕・私の好きな場所

グループメンバー紹介

僕・私の好きな場所

私たちの学級紹介

D．

私たちのグループ2

私たちのグループ5

私たちの学級紹介

私たちのグルv一一・プ3

私たちのグループ6

私たちのグループ1 グループメンバー紹介 僕・私の好きな場所

私たちのグループ2

私たちのグループ3

私たちのグループ4

私たちのグループ5

私たちのグループ6
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問3　下線②デジタルカメラで撮った写真について

　　グループ2では写真を10枚撮ってきて，「僕・私の好きな場所」のページに画像を

貼ることにした．画像を貼る際に気を付けるまたは，方法としてA群の用語に関連する

　ことをB群がら適切なものを選べ．

A群

　1．alt属性

　2．サムネイル

　3．ピクセル（pixel＞

　4．キロバイト（kb＞

　5．　gifjpg

B群

　a容量

　b保存形式

　c．大きさ

　d．画像がでない時に名前を表示

　e画像を一覧で表示

問4　［＝亙＝コに入る最も適切なものを選べ．

　1．サイトマップ　　2．検索エンジン　　3．一つ前または学級紹介のトップページ

　4．次のページ　　5．自分たちの高校のページ

問5　グループ3は，「グループ紹介」のページに背景に色を付けるまたは画像を貼ろうと

考えた．そこで，以下の案が出たが，好ましくないものはいくつあるか．

　　1．背景色が紺色で，文字色を青にする

　　2．背景色がピンクで，文字色を緑にする

　　3．背景色黒で，文字色を黄色にする

　　4．青空の画像に文字色を榿色にする

　　5．雪の降っている画層に文字色を白にする

問6　次のA～Cのインターネットブラウザ画像と対応するHTM：Lスクリプト（部分）

　　をア～ウから選べ．

A．

一罵億〉艶｛・、’㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐぶぢ　脚斜③麟娠贈脳弓嚇鰯搏　　　　・　　、　　　　．、　　　、　　　　曝籔
　厩．い舜3轟湧’XXtttt　lkblny：K7瀞糠蜘M3Sl＋＃“慈

ザゆユ　ノが　ね　ぶゆ　め　　　にみ　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　ずノあ

　　　　　　　蟹の一編翫騒

　　　　　懸鯛

　　　　　難羅圏

　　　　　　　　　　　　　　　　　もの　め　　に　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂほ　がまむ
細：留轟議織。鞭㈱㈱矧無》・晒難卿よ紬鰐脇畠蝋

B．

　鐸一魏鋭嬬糊慧こ∵’　　鵡　姫鱒馳窪き醜醐楓贈ぐ噸蜘　　　、　　　、　　　　　　　　　　　　　翻
　ももく　ぬみおやゑゆぷ　みぶ　むがふドゑけ　
　二二鰯輯≡騨轡哩㍗．鱒糊賜轡榊騰∴＿．．ツ㌘．．∫．♂墜磯i
　iグループ3僕の・私の好きな幽魂　　　　　　　　　　　　　　　　暫

；　
　　　　　　　　聰・・嚇　　　　　　　Il
　おギゆゑ　　　　ヘ　　　ノ　ノ　　　ら　　　　　ノ　　　ヘハ　　ハ　すさドミタ　ゑぜがヨ

　醗ぼ翻鍵熟姻轡撫鄭、ゆ畷翻輔伽擁撤鰍出目塁編雛
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C． 羅璽羅難鍵i撃i墾；iill撃1懇

1饒；罫ii・　痴
ミ　　グルヘプき　　　　ぎ

i’獄li　鵬撫年醐
｝　　　　　　；i

i　　　　　：i　　　　　　　　　tO・
　　　　ヒま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウゆ

i　　ii　　齢　灘羅鰍響

ア．

イ．

ウ．

＜80DY＞

〈田〉グループ3僕の・私の好きな場所くBR＞
＜／Hl＞

〈P　align＝”center”〉〈iMG　＄rc：”photoO12．　jpg”　width：”302”　he　ight：”187”　border：”O”

IigR＝”bottom”〉〈FO閥T　s　i　ze　：”や1”〉

〈BR＞

新校舎く／FONT＞＜BR＞

2002年4月に新しく完成した校舎です。三角の屋根に．大きな窓がある明るくて素敵な校舎で
す（佐藤めぐみ）〈BR＞
〈／P＞

〈／BODY＞

〈FRAmaESET　co　I＄　：”215，＊”　frameborder　：”1”〉

　〈FRAME　＄rc　：”＄ide．　htm”　＄crcIling　：”Ne”　Rame　：”＄ide”〉

　〈FRA闇E　src＝”tOP．　ht国”　na「脆e識”c◎n宅ents”〉

＜閥OFRA昭ES＞

＜BGDY＞

〈P＞このページをご覧いただくにはフレーム対応のブラウザが必要です。〈／P＞
〈／BODY＞

〈／NOFRAMES＞

〈／FRAMESET＞

〈BODY＞

〈CE腿TER＞

　　〈田〉

　　　＜B＞〈FONT　s　i　ze＝”＋1”〉グループ3〈／FONT＞〈／B＞〈BR＞

　　　〈FO町size＝”5”〉＜B＞僕の・私の好きな場所く／B＞

　　　〈／FeNT＞

　　〈／H1＞

〈TABLE　berder＝”1”・　w．　i　dth　：”200”　he　i　ght　：”30”〉

　〈TBODY＞

　　〈YR＞

　　　〈TD　＞〈1納G　src＝”ph◎t◎O12．　jpg”　w　i　dth＝”25◎”　he　i　ght＝”20◎”　b◎rder　：”◎”〉＜／TD＞

　　　〈TD＞〈ff　ONT　s　i　ze＝”4”〉＜B＞新校舎〈BR＞

　　　＜／8＞＜／FO麗T＞〈BR＞

　　　新校舎くBR＞2002年4月に新しく完成した校舎です。三角の屋根に、：大きな窓がある明る
くて素敵な校舎です（佐藤めぐみ）＜BR＞

　　＜／TD＞

　　〈／TR＞
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＜摸擬問題8＞

　人間はいくつかの正しい例，誤った例を見ることにより，その中に含まれる共通の規則

を見つけることができる。例えば，「神奈川，横浜」「京都，京都」「兵庫，神戸」「滋賀，

大潮という例が示されると，「各都道府県の県庁所在地」という仮説をたてるであろう。

しかし，これに加えて「東京，調布」という例が示されると，この仮説は成り立たなくな

り，他の規則を探すことになる．そこで，次のような54枚のカードを準備し，規則を見つ

けるための実験を行うことにする．

（o　）

　　1
（o　o）

　　7
（o　o　o）

　13
〈　o　＞

　19
〈o　o＞

　25
〈ooo＞
　31
藍○　選

　37
KO　O］

　43
1000遷
　49

（A　）

　　2
（A　A）

　　8
（A　M）

　i4
〈　A　＞

　20
〈A　zlx＞

　26
〈AAA＞
　32
1△　醤

　38
XA　AX
　44
KA　Zlx　AX

　50

（a　）

　　3
（z　o）

　　9
（D　］　a）

　15
〈　o　＞

　21
〈B　O＞

　27
〈DDO＞
　33
藍口　慧

　39
KO　O］

　45
1［コロ［コ1

　51

（＠　）

　　4
（＠　ee）

　10
（ee　＠　＠）

　16
〈　ee　＞

　22
〈翻　翻＞

　28
〈＠ee＠＞

　34
藍㊧　難

　40
陶　㊧】

　46
陶㊧㊨爵

　52

（A　）　（翻　）
　　5　　　　　　6
（盒　盒）　　（騒　騒）

　11　　　　　ユ2
（禽盒A）　　（翻瞬圏）

　三7　　　　　18
＜　A　＞　＜　麟　＞

　23　24〈盒　　盒〉　　＜麟　　翻＞

　29　30〈盒A盒〉　　＜翻麗翻＞

　35　36藍A　藩　匡麟　盤

　41　421盒　A】　　1闘　圏1

　47　48【盒盒Al　　l騨騨翻1

　53　54
問1　54枚のカードは4っの観点で整理することができる．この4つの観点の組合せとし

て正しいものを選べ．

　　　　　①図形の色図形の大きさ，枠の形，図形の個数
　　　　　②図形の色図形の形，枠の形，図形の個数
　　　　　③　図形の形，図形の向き，図形の個数，枠の形
　　　　　④図形の色，枠の形，枠の太さ，図形の個数

問2　次の6枚のカードを正しい例，誤った例として提示した．このとき，発見される規

則として正しいもの選べ．

　　正（○○）　誤（禽盒）　正（△）　誤1盒1　正（㊧㊧）　誤（翻翻麟）

　　　　①　2個の三角か丸括弧　　②　2個の円か丸括弧　　③　黒の図形かカギ括弧
　　　　④　白の図形か三角　　　　⑤　黒の図形か丸括弧

（問3）まず，（step　1）の8枚のカードを正しい例，誤った例どして提示し，その後（step

2）の2枚のカードを正しい例として提示した．このときの発見される規則の変化に関し
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て正しく述べたものを次の中から選べ．

①
②
③
④
⑤

（step1）　正（△）　正（㊧働）　誤〈㊧㊧㊧〉正【圏副
　　　　誤（□）　正【㊧1　正〈△△〉誤（□□□）
（step2）　正（A　A）　正【O1

2枚のカードを提示されることにより，図形の形が特定できなくなった．
2枚のカ・一一一・ドを提示されることにより，括弧の形が特定できるようになった．

2枚のカードを提示されても，発見される規則に変化はない．
2枚のカードを提示されることにより，図形の色が特定できるようになった．
2枚のカードを提示されることにより，図形の色と括弧の形が特定できなく
　なった．

（問4）次の5枚のカードを正しい例か，誤った例かを示さずに提示した．これに続いて

カードを提示し，「白，円，丸括弧」という規則を発見させるためには，最低何枚のカード

を提示する必要があるか。

　ただし，カードを提示するときには，それが正しい例か，誤った例かを述べるものとす

る。

　　　　（　k　）　（O　O）　〈OOO＞　K　D　X　〈A　A＞

①　1枚　　②　3枚　　③　4枚　　④6枚　　⑤　7枚

（問5＞「正しい例だけを提示するよりも，誤った例を提示するほうが効率よく規則を発見

することができる」という仮説を検証するために次のような実験を計画した．ここで，カ

ードとカv・一一一・ドの距離を「観点の値が異なっていれば1」とする．すなわち，カードとカー

ドの距離は最大4でとなる．たとえば，

　　（○　）と（○　○）の距離は1，（△　〉と陣　副との距離は4である．

　　（手順1）正しい例ばかりを提示する
　　（手順2）誤った例（全ての距離が2以下）を混ぜて提示する
　　（手順3＞誤った例（全ての距離が3以上）を混ぜて提示する
　　（手順4）誤った例ばかりを提示する

（5－1）（手順2）のために提示するカードを5枚選べ．

（5－2）（手順3）のために提示するカードを5枚選べ．

（5－3）（手順1）で「2個，カギ括弧」

枚のカードを提示した。

という規則を発見するために，次のような10
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　　　　　　　（O　O）　（O　O）　（ee　ee）　（ee　ee）　〈　A　＞

　　　　　　〈　□　〉　〈○　○〉　〈㊧　働〉　〈盒　盒〉　〈翻　翻〉

これを（手順2）で実現するためには5枚のカードで十分である．この5枚のカード
を選べe

（5－4＞（5－3）と同様のことは（手順3）では4枚で十分である．この4枚のカードを
選べ．
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